
古紙配合率 １００％再生紙を使用しています。
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２／１５平成１８年

（４２減）７８,４０８人　口
（１４減）３９,１７９　　男
（２８減）３９,２２９　　女
（２増）３８,０３５世帯数

２月１日現在　推計（前月比）
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２
月
４
日
�
に
、
第
四
中
学
校

合
唱
部
が
東
京
都
教
育
委
員
会
の

「
児
童
・
生
徒
等
表
彰
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

東
京
都
教
育
委
員
会
で
は
、
毎

年
心
豊
か
な
児
童
・
生
徒
等
を
育

成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、

善
行
や
優
れ
た
活
動
を
行
っ
た
児

童
・
生
徒
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
四
中
合
唱
部
は
、
部
活

動
の
対
外
活
動
で
著
し
い
成
果
を

挙
げ
た
と
し
て
団
体
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

　

狛
江
市
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

昨
年　

月
、
川
口
町
長
に
就
任
し

１２

た
岡
村
讓
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
越
大
震
災
時
に
は
、
救
援
活

動
を
は
じ
め
、
市
民
の
多
く
の

方
々
か
ら
勇
気
と
希
望
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
、
町
民
を
代
表
し
て

衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
狛
江
市
さ
ん
と
私
と
は

　

年
前
、
長
男
の
「
わ
ん
ぱ
く
駅

１８

伝
」
に
参
加
以
来
、
市
民
ま
つ
り

で
の
物
産
販
売
や
い
か
だ
レ
ー
ス

の
参
加
な
ど
長
い
付
き
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ち
な

み
に
昨
年
の
い
か
だ
レ
ー
ス
で
は
、

四
苦
八
苦
し
て
の「
手
作
り
綿
飴
」

を
無
料
配
布
し
て
い
ま
し
た
が
、

お
気
づ
き
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

何
度
お
邪
魔
し
て
も
温
か
い
お

出
迎
え
を
い
た
だ
き
、
皆
様
の
豊

か
な
心
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
そ
の

市
民
性
に
感
激
を
覚
え
て
お
り
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
や
さ
し
い
狛
江
市
の
皆

さ
ん
の
自
然
学
舎
と
し
て
、
癒
さ

れ
る
故
郷
と
し
て
、
当
町
と
の
絆

が
一
層
深
ま
る
よ
う
地
域
ぐ
る
み

の
ア
グ
リ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
仕
組

み
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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▽　

日
�　
〔
時
間
〕
午
前　

時
〜
午
後
６
時　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
大
正
琴
、

２５

１０

手
品
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
和
太
鼓

▽　

日
�　
〔
時
間
〕
午
前　

時
〜
午
後
７
時　

分　

ハ

２６

１０

３０

ン
ド
ベ
ル
、
コ
ー
ラ
ス
、
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
ウ
ク
レ
レ
、
手
品
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ジ
ャ
ズ
演
奏

▽
４
日
�　
〔
時
間
〕
午
前　

時
〜
午
後
８
時　

フ
ォ
ー

１０

ク
ダ
ン
ス
、
気
功
体
操
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
、
新
感
覚
の
花

嫁
衣
裳
、
新
舞
踊
、
民
舞
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
、
和

太
鼓

▽
５
日
�　
〔
時
間
〕
午
前　

時
〜
午
後
６
時　

分　

謡

１０

３０

曲
の
つ
ど
い
、
民
謡
、
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
新

舞
踊
、
民
踊
、
邦
楽
の
つ
ど
い

�
�

�
�
�
�
�
�

▽　

日
�
・　

日
�　

絵
画
・
陶
芸
・
七
宝
焼
・
写
真
・
生
け
花
・
創
作
和

２５

２６

紙
・
グ
ル
ー
プ
活
動
展

▽
４
日
�
・
５
日
�　

写
真
・
俳
句
・
書
道
・
染
色
・
水
墨
画
・
絵
画
・
生
け

花
・
ビ
デ
オ
・
木
工
・
グ
ル
ー
プ
活
動
展

�
�

�
�
�
�
�

▽　

日
�　

紙
す
き

２５
▽　

日
�　

民
謡
・
紙
す
き

２６
▽
４
日
�　

日
本
舞
踊
と
篠
笛

▽　

日
�
・　

日
�
・
４
日
�
・
５
日
�　

パ
ソ
コ
ン
体
験

２５

２６

�

�

�

▽　

日
�　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ク
ラ
ブ
こ
ま
え

２５

�
�

�
�
�
�
�

▽　

日
�　

薄
茶
点
前
・
コ
ー
ヒ
ー
と
ク
ッ
キ
ー

２５
▽　

日
�　

世
界
の
家
庭
料
理

２６
▽
４
日
�　

薄
茶
点
前
・
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
お
菓
子
・
包
丁
研
ぎ

▽
５
日
�　

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
お
菓
子
・
包
丁
研
ぎ

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、各
公
共
施
設
に
置
い
て
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

〔
日
時
〕
３
月
２
日
�
午
後
３
時　

分
か
ら

４５

〔
会
場
〕
１
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー

〔
出
演
〕
ピ
エ
ロ
の
じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん

〔
内
容
〕
大
道
芸
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昨年のいべんと西河原



広報こまえ　平成１８年（２００６年）２月１５日　�

　地方公務員法の改正に伴い、「狛江市人事行政の運営等の状況の公表に
関する条例」を平成 18年 1月 1日から施行しました。市職員の任免、職
員数や給与、勤務条件などの状況をお知らせすることにより、説明責任を
果たし、透明性を高めることによって、より適正な人事行政の運営を確保す
ることを目的としています。これまで、毎年公表している市職員の給与・定員
の状況に加え、人事行政の運営等の状況の概要についてお知らせします。
　なお、ここで公表する内容は、特に注釈がない限り、常勤の一般職員に
ついてのもので、嘱託員や臨時職員については含まれていません。
〔問い合わせ〕　給与の状況、人事行政の運営等の状況については職員課、
職員の定員の状況については企画経営室

　市職員の給与は、地方公務員法に基づき、民間企業の給与実態な
どを調査して行う国の人事院、都の人事委員会の勧告の内容や、各
市の状況などと比較し、市議会の議決によって定められる条例等で
決められています。
　また、市長、助役、収入役、教育長の給料や、市議会議員の報酬
は、「狛江市特別職報酬等審議会」の答申に基づき、市議会の議決を
経て、条例で定めています。
　公表する主な内容は、国や都との比較を含め、平成 16年度の支
給状況と平成 17年 4月 1日現在の職員給与などです。

平成１５年度平成１６年度区　　　分
３２３人３２６人職員数（Ａ）

２０人１３人普通昇給期間（１２月）を短縮
し て 昇 給 し た 職 員 数 （ Ｂ ）

６．２％４．０％比率（Ｂ／Ａ）

技能労務職一般行政職
区分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額
４３歳３月３４７，８００円４６歳０月３７９，６００円狛江市
４８歳１月２８５，００８円４０歳３月３２９，７２８円国
４６歳１０月３３４，４４３円４３歳４月３６１，４７２円東京都

������������	
����
���（平成１７年４月１日現在）

東京都国狛江市

区　分 採用２年経
過日給料額初任給

採用２年経過
日給料額
（�類）

初任給
（�類）

採用２年経
過日給料額初任給

２０３，６００円１７９，８００円１９８，６００円１７９，８００円
１９９，５２８円
（２０３，６００円）

１７５，３２２円
（１７８，９００円）

大学卒
一　般
行政職

１５３，３００円１４４，０００円１４８，５００円１３８，８００円
１５０，２３４円
（１５３，３００円）

１４１，１２０円
（１４４，０００円）

高校卒

※（　）内は、２％減額前です。
※この初任給のほか、扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当などが支給されます。

������������	（平成１７年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　分
３７６，２９６円３３９，００２円２７８，３８５円大学卒一　般

行政職 （２９９，４８８円）（２５９，３０８円）（２１６，２８６円）高校卒
※高校卒職員の経験年数別・学歴別は該当ありません。
※（　）内は、直採用者給料月額の標準モデルです。

�������������	
���
������（平成１７年４月１日現在）

計
８級７級６級５級４級３級２級１級区　分
部長
理事課長課長補佐係長

主査
主任
主事主事主事主事標準的な

職務内容
３０５人１２人３７人２２人９１人７６人６５人２人０人職員数
１００％３．９％１２．１％７．２％２９．９％２４．９％２１．３％０．７％０％構成比

１００％２．８％１２．０％８．０％３２．５％２０．９％２０．５％３．３％０％１年前の
構 成 比参　

考 １００％３．２％１１．８％６．０％３１．８％２８．０％１６．３％２．９％０％５年前の
構 成 比

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
※職員数は、福祉職・技能労務職等を除いたものです。
※平成 17年 1月に給料表を移行したため、1年前および 5年前の構成比は、当時の級を
現在の級にした場合の構成比です。

�����������	�
���
（平成１７年４月１日現在）

平成１６年度支給割合退職手当給料月額等区　分

 ６月期 ２．０５月
 １２月期 ２．１０月
 ３月期 ０．２５月
  計４．４０月

期
末
手
当

１年につき４．０月７６２，６００円
（９３０，０００円）

給　
　

料

市　 長

１年につき３．０月７１２，０００円
（８００，０００円）助　 役

１年につき２．５月６６３，０５０円
（７４５，０００円）収 入 役

市 長１８％、助
役・収入役１１％
を減額

 ６月期 ２．０月
 １２月期 ２．７５月 

（３．０月）
 ３月期 －
  計４．７５月 

（５．０月）

期
末
手
当

－５６７，０００円
報　
　

酬

議 長

－５０６，０００円副 議 長

－４８９，０００円常任委員長

－４８１，０００円議 員

※（　）内は、減額前です。

東京都国狛江市区分

 平成１６年度支給割合
 期末手当 勤勉手当
６月期 １．６０月 ０．４５月
 （０．７５月） （０．２５月）
１２月期 １．６５月 ０．４５月
 （０．９５月） （０．２５月）
３月期 ０．２５月 －
 （０．１０月） （－）
小計 ３．５０月 ０．９０月
 （１．８０月） （０．５０月）
期末勤勉手当合計 ４．４０月
  （２．３０月）
職務段階別加算　あり
（　）内は、再任用職員に係
る支給割合

 平成１６年度支給割合
 期末手当 勤勉手当
６月期 １．４０月 ０．７０月
 （０．７５月） （０．３５月）
１２月期 １．６０月 ０．７０月
 （０．８５月） （０．３５月）

小計 ３．００月 １．４０月
 （１．６０月） （０．７０月）
期末勤勉手当合計 ４．４０月
  （２．３０月）
職務段階別加算　あり
（　）内は、再任用職員に係
る支給割合

 平成１６年度支給割合
 期末手当 勤勉手当
６月期 １．５５月 ０．５０月
 （０．７５月） （０．２５月）
１２月期 １．５０月 ０．６０月
 （０．９５月） （０．２５月）
３月期 ０．２５月 －
 （０．１０月） （－）
小計 ３．３０月 １．１０月
 （１．８０月） （０．５０月）
期末勤勉手当合計 ４．４０月
  （２．３０月）
役職加算割合
部長職２０％、課長職１５％、
課長補佐職等１０％、係長職
等５％
（　）内は、再任用職員に係
る支給割合

勤

勉

手

当

期

末

手

当

（平成１７年３月３１日現在）
（支給率）
 普通退職 定年等退職
勤続２０年 ２４．２５月 ３５．０月
勤続２５年 ３２．５月 ４５．５月
勤続３５年 ４９．７５月 ５９．２月
最高限度 ５０．０月 ５９．２月
加算措置　定年前早期退職特例措置

 （２～２０％加算）
退職時の特別昇給
公務上の死亡、整理退職等

１号給

（平成１７年３月３１日現在）
（支給率）
 普通退職 定年等退職
勤続２０年 ２１．０月 ２７．３月
勤続２５年 ３３．７５月 ４２．１２月
勤続３５年 ４７．５月 ５９．２８月
最高限度 ５９．２８月 ５９．２８月
加算措置　定年前早期退職特例措置

 （２～２０％加算）
退職時の特別昇給
整理退職等

１号俸

（平成１７年３月３１日現在）
（支給率）
 普通退職 定年等退職
勤続２０年 ２４．２５月 ３６．５月
勤続２５年 ３２．５月 ４７．７５月
勤続３５年 ４９．７５月 ６０．９５月
最高限度 ５９．２月 ６０．９５月
加算措置　定年前早期退職特例措置

 （２～２０％加算）
退職時の特別昇給
定年退職、勧奨退職の場合

１号給

退

職

手

当

国の制度国の制度との異同内　　容区　分

配偶者 １３，５００円
その他の親族 ６，０００円
特定期間にある子 ５，０００円

異なる
配偶者 １４，５００円
その他の親族 ６，８００円
特定期間にある子 ５，１００円

扶養手当

借家、借間居住職員に対する支
給限度額 ２７，０００円

異なる
世帯主 １０，５００円
世帯主以外の者 ７，２００円

住居手当

交通機関の支給限度額 ５５，０００円異なる交通機関は全額通勤手当

１０％支給率

調整手当
（平成１６年度）

全職員支給対象の職員数
０～１２％国の制度（支給率）

３９，３８６円支給対象職員１人あたり平均支給月額（平成
１６年度決算）

全職種区　　　分

特殊勤務手当
（平成１６年度）

３２．７％職員全体に占める手当支給職員の割合
７，３１７円支給対象職員１人あたり平均支給月額

７手当の種類
徴収手当、清掃作業等従事手当、訪問・指導等従事手当、感染症防
疫作業従事手当、行路病人および行路病死者取扱作業従事手当、出
動手当、変則勤務従事手当

７５，３５３千円支給総額平成
１６年度

超過勤務手当
１２，５０９円職員１人あたり平均支給月額

７３，８７１千円支給総額平成
１５年度 １１，７２６円職員１人あたり平均支給月額

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支歳出額

（Ａ）
住民基本台帳人口
（平成１７年３月３１日）区分

２４．５％５，２４９，３８６千円６４５，３７６千円２１，４６８，５６８千円７５，７７８人平成
１６年度
※人件費には、給与費のほか退職手当に関する費用や共済費並びに特別職に支給される給
料、報酬等も含まれます。
※普通会計とは、総務省が定めた統一基準により、すべての地方自治体が用いる地方財政
統計上の会計区分のことです。

����������（普通会計決算）

１人あたり
給与費

（Ｂ／Ａ）

給　与　費職員数
Ａ区分

計　Ｂ期末勤勉手当職員手当給　料

７，２７０千円３，９１１，７２３千円１，０３４，７９０千円５７１，６３３千円２，３０５，３００千円５２４
（１４）

平成
１7年度

 調整手当 ２４４，５９６千円 扶養手当 ５８，０５１千円 管理職手当 ４９，５４５千円
 住居手当 ６４，２９０千円 超過勤務手当 ８４，６６６千円 特殊勤務手当 １９，３３８千円
 通勤手当 ４３，６４７千円 宿日直手当 １，０００千円 児童手当 ６，５００千円

職　員
手当の
内　訳
※職員手当は、退職手当を除いたものです。
※給与費は、当初予算に計上された額であり、給与改定分は含まれていません。
※（　）内は、再任用短時間勤務職員です。

������������（一般会計予算）

�����������
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（一般行政職）
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（平成１７年 4月 1日現在）
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　休暇制度は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇に区
分されます。

付与日数種類

3月以内病 気 休 暇
必要と認められる
時間

公民権行使等休暇

16週間以内妊 娠 出 産 休 暇

10日以内妊 娠 初 期 休 暇
必要と認められる
時間

母子保健健診休暇

１日あたり60分以内妊 娠 通 勤 時 間

１日あたり90分以内育 児 時 間

２日以内出 産 支 援 休 暇

５日以内子 の 看 護 休 暇

２日以内生 理 休 暇

付与日数種類

結婚　6日
忌引（親族により）１
～ 10日

慶 弔 休 暇

10年　3日
20年　5日
50歳　７日

永 年 勤 続 休 暇

必要と認める時間
または期間

事 故 休 暇

必要と認められる
日または時間

骨 髄 提 供 等 に
係 る 休 暇

５日以内夏 季 休 暇

５日以内ボランティア休暇
１週間以上 180日
以内

介 護 休 暇

��������	


　一般職員の勤務時間は、原則として月曜日から金曜日までの週 5
日間 1日 8時間の週 40時間となっています。1日の勤務時間、休
憩時間および休息時間は、原則次のとおり割り振られています。な
お、図書館や保育園など公務運営上の事情、職務の性質により、正
規の勤務日、勤務時間などが不規則に割り振られる部署もあります。

休息時間休憩時間終了時刻開始時刻１週間の正規
の勤務時間

正午から15分間
午後3時から5
時15分の間の
15分間

午後零時 15分
から 45分間午後5時15分午前8時30分40時間

�����������	�
������
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　市職員の給料は、平成 17年 1月から東京都の給料表に準じて、
職務給化を図りました。職階ごとに必要とされる職務遂行能力の基
準を明らかにし、適正な任用による職務領域、役割分担に応じた給
与制度としています。
　また、緊急行動計画に基づき、特別職の給与の減額（市長 18％、
助役・収入役 11％）を継続しており、職員についても、平成 16年
度から職員給料 2％、管理職手当 10％の減額を実施し、人件費の削
減を行っています。
　なお、平成 16年度の支給状況と平成 17年４月１日現在の職員
の給与の状況は「職員の給与・定員の状況」のとおりです。

������������

※ラスパイレス指数とは、地方公務員と国
家公務員の給与水準を、国家公務員の構成
を基準として、職種ごとに学歴別、経験年
数別に平均給料月額を比較し、国家公務員
の給与を 100とした場合の地方公務員の
給与水準を示したものです。

ラスパイレス指数年度
１０６．１平 成 １３ 年 度
１０５．７平 成 １４ 年 度
１０４．９平 成 １５ 年 度
１０１．０平 成 １６ 年 度
１００．３平 成 １７ 年 度

���������	
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　平成 16年度および平成 17年 4月 1日の昇任者は次のとおりで
す。なお、職務職階給の導入に伴い、平成 17年度から新たに主任
職を設けています。

主任級係長級課長補佐級課長級部長級区分
０１５１０２０平 成 １６ 年 度
６３０８９５平成１７年４月１日

合格率合格者受験者区　分
２１．４％９４２管 理 職 昇 任 試 験
２０．４％１０４９第 一 種 主 任 昇 任 試 験
６９．１％３８５５第 二 種 主 任 昇 任 試 験
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　平成16年度に実施した職員の昇任試験の実施状況は次のとおりです。

採用者数合格者数受験者数職　種
９１２２１８一 般 事 務
０００一 般 技 術
１４５７保 育 士
２２３５給 食 調 理
１１２看 護 師
１３１９３１２計

��������	
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　平成 16年度の職員採用試験は実施していません。なお、平成 15
年度の職員採用試験の実施状況および平成 16年度の採用状況は次
のとおりです。

　職員の採用は、地方公務員法の規定により、競争試験（筆記、面
接、その他の手法）により実施しています。また、採用後の職員の
昇任についても、人事考課、昇任試験などを実施し、勤務成績等の
能力の実証に基づいて選考を行っています。

�����������	
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　「狛江市行財政改革推進計画」（平成 9年度策定）と、「狛江市定員適
正化計画」（平成11年度策定）を起点とし、必要に応じて両計画の見直
しを図りながら、職員数の適正化に取り組んできました。また、平成 16
年度には「行財政基盤確立のための緊急行動計画」を策定し、平成 16
年度から20年度までの定年退職者 105人を不補充とすることを決定
しています。その結果、平成8年度から10年間で76人、約12％の削減
を図り、職員数は632人から556人となりました。
　今後は、将来における職員構成の年齢配分なども考慮しながら見直
しを図り、新たな目標設定を計画しているところですが、簡素で効率的
な行財政運営や市民ニーズの変化に応える柔軟な市政を目指して、組
織の見直しなどを進め、職員の適正配置に取り組んでいきます。

����������

主な増減理由対 前 年
増 減 数

職　員　数区　分

部　門 平成１７年平成１６年

７７議 会

一

般

行

政

部

門

企画財政部の組織改正、市民課
戸籍業務の一部委託、多様な雇
用形態の活用など

△８１０６１１４総 務

３６３６税 務
年金業務の見直し、多様な雇用
形態の活用など△５１８３１８８民 生

多様な雇用形態の活用など△２３６３８衛 生
－－労 働
１１農 林 水 産
６６商 工

組織定数の見直し、多様な雇用
形態の活用など△６３４４０土 木

△２１４０９４３０小 計
多様な雇用形態の活用など△３９４９７教 育特

別
行

政
部
門

－－警 察
△３９４９７小 計
△２４５０３５２７普 通 会 計 計

－－病 院公
営
企
業
等

会

計

部

門

－－水 道
７７下 水 道

組織定数の見直しなど△２４６４８そ の 他
△２５３５５小 計
△２６５５６５８２合 計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員
などを含み、臨時または非常勤職員は除きます。
※平成１３年から介護保険事業に従事する職員を「その他」に計上しています。

��������	�
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（各年 4月 1日現在）

計平成１７年平成１６年平成１５年平成１４年
４７２２５５１５減 員一

般
行
政

部

門

２３１５１７増 員
△２４△２１△５２差 引

４０９４３０４３０４３５職 員 数
３１４８３１６減 員特

別
行
政

部

門

４１１２増 員
△２７△３△８△２△１４差 引

９４９７１０５１０７職 員 数
１４２１１１減 員公

営
企
業
等

会
計
部
門

１１１１増 員
△３△２△１差 引

５３５５５６５６職 員 数
８２２８１４８４２減 員

合　
　

計

３８２５１３０増 員
△５４△２６△９△７△１２差 引

５５６５８２５９１５９８職 員 数

��������	
�（各年 4月 1日現在）

退職者数
採用者数区分

死亡普通退職ほか勧奨退職定年退職総数
２４６１９３１１４平 成 １２ 年 度
１６７１５２９２２平 成 １３ 年 度
１６５１５２７１５平 成 １４ 年 度
１５８１４２８２２平 成 １５ 年 度
０５９１５２９１３平 成 １６ 年 度

※採用には再任用フルタイム職員を含む。
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主事主任係長級課長補佐級課長級部長級職員数区分
２３５５１１０１２２３１８４４８市 長 部 局
３０２００２７議 会 事 務 局
５９１１１３２６２９３教 育 委 員 会
００２０１０３選挙管理委員会事務局
１０１０１０３監 査 委 員 事 務 局
００１０００１農業委員会事務局
２９８６２１２０２４３９１２５５５計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職
員などを含み、臨時または非常勤職員は除きます。定員の職員数とは、統計上、教育長
の 1人の差が生じています。

��������	（平成１７年 4月 1日現在）
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　懲戒処分は、公務における規律と秩序を維持することを目的とし
て、職員が法令や職務上の義務等に違反した場合に道義的責任を問
うために行う処分です。懲戒処分
には、免職、停職、減給および戒
告の 4種類があります。

計戒告減給停職免職
０００００
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　職員の疾病予防、健康障害の早期発見を図るために労働安全衛生
法に基づく定期健康診断実施、そのほかにも個別の健康診断を実施
しています。また、健康保持・増進のために健康教育や産業医、保
健師による健康相談や職員が健康で安心して職務に精励できるよう
な環境づくりの話し合いを中央安全衛生委員会で行っています。
■健康診断・健康教育の実施状況（平成１６年度）

実施状況件　　　　　　名
609人定期健康診断
380人ＶＤＴ健康診断
223人腰痛健康診断
45人生活習慣病講座
35人メンタルヘルス講座
8回腰痛・頸肩腕障害予防研修  12 施設（保育士、看護師、調理員、運転員等対象 )

※一般職員のほか、嘱託員等を含む。

17年度継続件数完結件数16年度要求事案数15年度からの継続案件
００００

　公平委員会とは、法律に基づき職員からの勤務条件に関する措置
要求や不利益処分の不服申立てを受け付け、審査する機関です。東
京都市町村公平委員会からの報告事項は次のとおりです。
��������	
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　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、公平委員会に
対して、市の当局により適切な措置が取られるべきことを要求する
ことができます。要求件数は次のとおりです。
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　職員は、懲戒その他意に反する不利益な処分を受けた場合、公平
委員会に不服申立てができます。申立ての件数は次のとおりです。

17年度継続件数完結件数16年度要求事案数15年度からの継続案件
００００

概　　　要服務に関する基本原則
職員の職務遂行に当たっては、法令・条例等の規定に従い、かつ、上
司の職務上の命令に忠実に従わなくてはならない。

法令等および上司の職
務上の命令に従う義務

職員は、職の信用を傷つけ、または職員の職全体の不名誉となる
ような行為をしてはならない。信用失墜行為の禁止

職員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。退職後も同
様である。秘密を守る義務

職員は、勤務時間および職務上の注意力のすべてを職責遂行のた
めに用いなければならない。職務に専念する義務

職員は、政党その他の政治的団体の結成等に関与する等の政治的
行為をしてはならない。政治的行為の制限

職員は、争議行為等をしてはならない。争議行為等の禁止
職員は、営利企業等に従事することが制限され、従事する場合は、
許可を得なければならない。営利企業等の従事制限

　職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、職務の
遂行に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければなりません。
職務の遂行に当たって職員が守るべき義務である服務に関する基本
原則は次のとおりです。
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���������（平成 16年度）

　分限処分は、公務能率を維持することを目的として、心身の故障
や職に必要な適格性を欠くなど一定の事由がある場合に、職員の意
に反する不利益な身分上の変動をもたらす処分です。分限処分には、
免職、降任、休職および降給の
4種類があります。

計降給休職降任免職
７０７００

��������	
��（平成 16年度）

計女男
４４０

��������	
��
�（平成 16年１月１日～１２月３１日）

　職員には、1年あたり20日間の年次有給休暇が与えられます。残日
数がある場合は、20日を限度として翌年に繰り越すことができます。

取得率平均取得日数対象職員数総取得日数総付与日数

３３．３％１２．５日６１０人７，６１０．６日２２，８４１日

��������	
��（平成 16年度）

　職員が育児をするための休業制度があり、最長 3年間取得するこ
とができます。育児休業は 1日単位で、部分休業は時間単位で取得
することができます。

計女男区分
１１１１０育児休業
４４０部分休業

�����������	
��
������

人数研修数研修名区分
１９１新任職員研修

階 層 別 研 修
１４１新任フォロー研修
１３１係長職研修（OJT研修）
１１１管理職研修（人材育成研修）
１２１接遇研修

実 務 専 門 研 修 ５８３パソコン研修（エクセル等）
１０１プレゼンテーション研修
３４１汚職等非行防止研修

特 別 研 修
２４１セクシャル・ハラスメント防止研修

３４１
男女平等理解のための職員研修会
人権に関する職員研修会

２３１普通救命講習会
１９０５０東京都市町村職員研修所

派 遣 研 修 ２２６各種講習会派遣
１６１２その他派遣研修
１２３研修所第３ブロック合同研修合 同 研 修
１４通信教育研修助成制度

自 主 研 修 ３1グループ自主研修グループ助成制度
１４６自主研修制度

��������	
��

　平成 11年度に策定した「狛江市人材育成基本方針」に基づき、
研修制度を体系化しています。　平成 16年度の職員研修の実施状
況は次のとおりです。

管理職および主任昇任選考、再任用職員選考評定の対象者
所属長が第一評定者、所属部長が第二評定者として評定評 定 者
職務行動等を各評定要素に設定した評定項目ごとに５段階の絶対評価で
評価を行う。評 定 方 法

勤務成績（責任感、正確性、柔軟性、事務処理能力など）
知識・技能（知識・スキル、情報収集力、判断力、課題解決力など）
意欲（積極性、チャレンジ精神）
接遇能力（接遇基礎能力、応対能力、規律遵守など）
対人関係力（統率力、協調性、調整能力など）

評 定 要 素

��������	
���

　職員の昇任などに勤務成績の評定をしています。平成 16年度に
実施した勤務評定は次のとおりです。

■事業概要

内　　　　　　容事　業　名
組合員とその家族の病気、けが、出産、死亡、休業または災害に
対して、必要な給付を行う。短 期 給 付 事 業

組合員の退職、障害または死亡に対して年金または一時金の給付
を行う。長 期 給 付 事 業

健康診査などの健康の保持増進事業、保養施設の運営、住宅資金
等の貸し付けなどを行う。福 祉 事 業

��������	
��
����

　東京都における区部を除く２６市５町８村と一部事務組合で組織す
る東京都市町村職員共済組合に加入しています。共済組合は法律に
基づき、主に健康保険、年金等の業務を行っています。

��������	


　市は法律に基づき事業主の責任において行う職員の福利厚生事業
を、条例に基づき設置された狛江市職員共済会を通じて行っていま
す。職員共済会の運営は、職員本人の掛金と市および加入団体から
の交付金で賄われています。掛金は本俸の１，０００分の５、交付金は
流動的で、平成 16年度は掛金１に対し交付金１の割合となってい
ますが、平成 17年度は掛金１に対し交付金 0.2 となっています。

■事業概要

内　　　　　　容事　業　名
会員の結婚、出産、子の就学、傷病、弔慰、人間ドック、災害、
永年勤続、リフレッシュ、ライフプラン、餞別等に対し給付給 付 事 業

会員個人、あるいはその家族等との福利厚生
家族等慰安、保養施設借り上げ（夏期限定 43日間４施設）、
退職者歓送会

福 利 厚 生 事 業

会員およびその家族の文化と教養を高めるための事業
図書券配布、観劇、サークル活動教 養 文 化 事 業

会員およびその家族の体の健康回復に資するための事業
プール遊泳利用券配布、スポーツ大会、Jリーグ・プロ野球観戦体 育 保 健 事 業

■公務災害・通勤災害発生状況

平成１６年度平成１５年度平成１４年度平成１３年度平成１２年度区　　分

１３７１０６３公 務 災 害
１２１００通 勤 災 害
１４９１１６３合 計

��������	
��
�

　職員の公務上の災害、または通勤途上における災害の補償につい
ては地方公務員災害補償基金東京都支部に加入し、地方公務員災害
補償法に基づき補償がなされています。



�　広報こまえ　平成１８年（２００６年）２月１５日

▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前
８
時　

２６

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
・　

日
�
午

１６

２３

後
８
時
ま
で

〔
会
場
〕
収
納
課

　

な
お
、平
成　

年
度
固
定
資
産
税
・

１７

都
市
計
画
税
（
第
４
期
分
）、
国
民
健

康
保
険
税
（
第
８
期
分
）、
介
護
保
険

料
（
第
８
期
分
）
は
、
２
月　

日
�

２８

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
に
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

〔
職
種
〕
一
般
事
務
、
看
護
師
（
正

看
護
師
資
格
の
あ
る
方
）

〔
年
齢
〕
お
お
む
ね　

歳
か
ら　

歳

２５

５５

ま
で

〔
募
集
人
員
〕
各
職
種
若
干
名

〔
任
用
期
間
〕
原
則
１
年
（
４
月
１

日
か
ら
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
、

１９

３１

必
要
に
応
じ
て
任
用
期
間
を
更
新
す

る
場
合
も
あ
り
）

〔
勤
務
時
間
〕
午
前
８
時　

分
か
ら

３０

午
後
５
時　

分
ま
で
（
職
種
に
よ
り

１５

異
な
る
場
合
も
あ
り
）

〔
勤
務
場
所
〕
市
内
施
設

〔
応
募
方
法
〕
市
販
の
履
歴
書
に
写

真
を
添
付
し
た
も
の
お
よ
び
看
護
師

に
つ
い
て
は
、
資
格
証
明
書
を
２
月

　

日
�
ま
で
に
必
ず
本
人
が
持
参
し

２４て
く
だ
さ
い
。

〔
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

へ
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
の
諮
問
に
応

じ
、
必
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
の

機
関
で
す
。

　

委
員
は
、
被
保
険
者
代
表
、
公
益

代
表
、
医
療
機
関
代
表
お
よ
び
被
用

者
保
険
代
表
の　

人
で
構
成
し
て
い

１４

ま
す
。

〔
対
象
〕　

歳
以
上
の
狛
江
市
国
民

１８

健
康
保
険
の
被
保
険
者
の
方
。
な
お
、

原
則
と
し
て
、
す
で
に
市
が
設
置
し

て
い
る
各
種
審
議
会
等
の
委
員
の
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〔
募
集
人
員
〕
４
人
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
、
審
査
基
準
に
基
づ
き
選

考
）

〔
任
期
〕
２
年
（
４
月
１
日
か
ら
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
）

２０

３１

〔
報
酬
〕
１
回
当
た
り
２
�
０
０
０

円
（
予
定
）

〔
会
議
〕
年
２
〜
３
回
程
度
（
昼
間

の
開
催
）
を
予
定

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
住
所
・

２７氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話

番
号
お
よ
び
作
文
「
国
民
健
康
保
険

に
つ
い
て
」（
４
０
０
字
程
度
）
を
ま

と
め
保
険
年
金
課
へ
。

▽
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

解
雇
、
配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
セ

ク
ハ
ラ
、
い
じ
め
等
、
労
働
問
題
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
談
に
、

専
門
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
新
宿
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
�
（
３
３
６
１
）
３
９

４
９

▽
セ
ミ
ナ
ー　
「
ひ
と
り
で
我
慢
し

な
い
で
！
職
場
の
嫌
が
ら
せ
・
い
じ

め
へ
の
対
応
〜
ご
存
じ
で
す
か
？
パ

ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト　

実
態
と
対

処
法
〜
」

〔
日
時
・
内
容
〕
▽
３
月
８
日
�
午

後
６
時　

分
か
ら
８
時　

分
ま
で　

３０

３０

「
パ
ワ
ハ
ラ
」
の
実
態
と
有
効
な
対

処
法
▽　

日
�
午
後
６
時　

分
か
ら

１６

３０

８
時　

分
ま
で　
「
パ
ワ
ハ
ラ
」「
セ

３０

ク
ハ
ラ
」
等
と
法
律

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・

多
目
的
室

〔
定
員
〕
先
着　

人
５０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
ま
た
は
東
京
都
労
働
相
談
情

報
セ
ン
タ
ー
八
王
子
事
務
所
�
０
４

２
６
（　

）
０
２
７
８
へ
。

４３

　

環
境
保
全
等
の
取
り
組
み
は
市

民
・
事
業
者
・
行
政
の
参
加
と
協
働

が
不
可
欠
で
す
。「
水
と
緑
の
住
宅
都

市
」
実
現
の
た
め
に
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

〔
応
募
資
格
〕　

歳
（
平
成　

年
１

１８

１８

月
１
日
現
在
）
以
上
で
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
者
で
平
日
夜
間
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方

〔
募
集
人
員
〕
３
人
以
内
（
選
考
に

よ
り
決
定
）

〔
任
期
〕
３
年
（
４
月
１
日
か
ら
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
）

２１

３１

※
応
募
の
際
の
提
出
書
類
は
、
返
却

で
き
ま
せ
ん
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
３
月

　

日
�
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

１５郵
送
の
場
合
は
必
着
）
に
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
市

の
各
審
議
会
等
に
属
す
る
方
は
、
そ

の
名
称
お
よ
び
作
文
「
環
境
に
つ
い

て
」
を
ま
と
め
、
環
境
改
善
課
へ
。

　

市
立
小
学
校
（
第
三
小
学
校
を
除

く
）
の
保
護
者
を
対
象
に
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
く
「
子
ど
も

フ
リ
ー
プ
レ
イ
等
利
用
状
況
調
査
報

告
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、
今
後
の
フ
リ
ー
プ

レ
イ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
く
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　

報
告
書
は
、
１
部　

円
で
販
売
し

６０

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t

tp://w
w
w
.sia.g

o.jp/k
/

）
で

行
っ
て
い
る
年
金
見
込
額
の
試
算
が
、

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
イ
ン
タ
ー

１７

１２

ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
携
帯
電
話
か

ら
も
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

〔
シ
ス
テ
ム
利
用
条
件
〕
�
簡
易
試

算
を
行
う
時
点
で
、　

歳
未
満
の
方

６０

�
加
入
期
間
が
合
計　

年
（
３
０
０

２５

月
）
以
上
あ
る
方
�
年
金
額
は
、　
６０

歳
到
達
月
に
退
職
し
て
い
る
も
の
と

し
て
計
算

※
一
部
の
携
帯
電
話
の
機
種
に
つ
い

て
は
、
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

※
試
算
結
果
は
、
将
来
の
年
金
額
を

保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
保
険
業
務
セ

ン
タ
ー
中
央
年
金
相
談
室
�
（
３
３

３
５
）
７
７
１
１
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

　

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
の
状
態

だ
と
、
老
齢
基
礎
年
金
が
低
額
に

な
っ
た
り
、
受
給
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
制
度
に
は
、
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め

に
免
除
制
度
・
学
生
納
付
特
例
・
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
等
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
制
度
も
申
請
が
必
要
で

す
が
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老
齢
・

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

に
も
算
入
さ
れ
ま
す
（
半
額
免
除
承

認
期
間
で
、
半
額
保
険
料
未
納
期
間

を
除
く
）。

　

な
お
、
免
除
制
度
の
承
認
期
間
に

限
り
、
全
額
免
除
の
場
合
は
保
険
料

納
付
済
期
間
の
３
分
の
２
と
し
て
年

金
額
の
計
算
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
・
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
に
つ
い
て
は
、
将

来
、
保
険
料
の
納
付
が
な
い
場
合
、

年
金
額
の
計
算
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

い
ず
れ
も
承
認
を
受
け
て
か
ら　
１０

年
ま
で
の
間
に
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

経
過
期
間
に
よ
り
一
定
の
額
が
保
険

料
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１〔
現
金
〕
狛
江
市
長
野
県
人
会
（
西

野
川
２
―　

）
２９

〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

環
境
保
全
実
施
計
画
推
進
委

員
会
市
民
委
員
募
集

嘱
託
職
員
募
集

狛
江
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
被
保
険
者
代
表
委
員

募
集

「
子
ど
も
フ
リ
ー
プ
レ
イ
等

利
用
状
況
調
査
報
告
書
」
を

作
成
し
ま
し
た

年
金
見
込
額
の
簡
易
試
算
が

携
帯
電
話
か
ら
ご
利
用
で
き

ま
す

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
の
円
満

解
決
を
お
手
伝
い

化
粧
の
思
い
出

　

昔
の
農
家
の
暮
ら
し
で
は
、
化
粧

を
す
る
の
は
嫁
に
来
た
と
き
ぐ
ら
い

で
、
ふ
だ
ん
は
め
っ
た
に
し
な
い
の

が
普
通
で
し
た
。
昔
は
化
粧
な
ん
か

し
な
か
っ
た
ね
ぇ
と
、
明
治
・
大
正

生
ま
れ
の
人
は
話
し
ま
す
。
次
に
紹

介
す
る
の
は
、
明
治
三
十
八
年
和
泉

生
ま
れ
の
方
の
話
で
す
。

　

わ
た
し
ら
娘
の
こ
ろ
は
ね
、
あ
ん

ま
り
化
粧
す
る
と
、
何
だ
か
普
通

じ
ゃ
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
な
ん
か
、
顔
を
水
で
ぶ
る
ぶ

る
っ
て
洗
っ
て
、
そ
れ
っ
き
り
。

　

だ
か
ら
、
わ
た
し
、
祝
言
の
前
に
、

 
水
白
粉 一
瓶
に
練
り
白
粉
一
瓶
と

み
ず
お
し
ろ
い

口
紅
、
昔
だ
か
ら
貝
が
ら
に 
刷 
い
て

は

あ
る
紅
で
す
よ
ね
、
そ
れ
だ
け
買
っ

て
お
く
よ
う
に
っ
て
髪
結
い
さ
ん
に

言
わ
れ
て
買
っ
た
き
り
。
祝
言
は
数

え
の
二
十
三
で
ね
、
後
に
も
先
に
も

こ
れ
が
、
揃
え
て
持
っ
て
た
化
粧
品

な
ん
で
す
。
祝
言
の
後
は
、
そ
れ
っ

き
り
、
化
粧
も
何
も
し
な
い
で
。
口

紅
は
、
薬
指
の
先
で
真
ん
中
に

ち
ょ
っ
と
つ
け
る
だ
け
で
し
ょ
、
昔

は
。
白
粉
も
化
粧
水
も
何
も
つ
け
な

い
の
に
紅
だ
け
つ
け
る
の
も
お
か
し

い
か
ら
、
結
局
、
何
も
つ
け
な
い
で

ね
。
ま
あ
紅
な
ん
か
、
や
た
ら
に
つ

け
る
も
の
で
な
か
っ
た
の
ね
。
お
嫁

さ
ん
か
何
か
じ
ゃ
な
く
っ
ち
ゃ
。

　

口
紅
は
、
わ
た
し
な
ん
か
娘
の
こ

ろ
、
箱
を
背
負
っ
て
売
り
に
き
た
人

が
い
ま
し
た
よ
。
化
粧
品
や
何
か
、

そ
う
い
う
の
、
方
々
背
負
っ
て
歩
い

て
。
貝
が
ら
に
刷
い
て
あ
る
口
紅
、

緑
に
光
っ
て
て
ね
。

　

わ
た
し
の
母
親
も
、
お
歯
黒
は
つ

け
た
け
ど
、
あ
と
は
化
粧
っ
て
何
も

し
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
近
所
の
お
ば

さ
ん
た
ち
も
、
み
ん
な
お
歯
黒
を
し

て
ま
し
た
。
仲
良
し
の
お
キ
ン
ち
ゃ

ん
の
お
っ
母
さ
ん
も
つ
け
て
ま
し
た
。

わ
た
し
が
小
学
校
一
年
生
ぐ
ら
い
の

こ
ろ
ま
で
で
し
ょ
う
ね
。
わ
た
し
は
、

母
親
が
口
元
を
真
っ
黒
に
し
て
お
歯

黒
を
つ
け
て
い
る
の
を
、
何
回
か
見

て
ま
す
。
お
歯
黒
に
使
う
小
さ
い 
金 かな

 
盥 
み
た
い
の
が
あ
っ
て
、
二
〇
セ
ン

だ
ら
い

チ
ぐ
ら
い
な
、
木
の
棒
の
先
が
サ
サ

ラ
み
た
い
に
な
っ
た
も
の
で
、
口
元

を
真
っ
黒
に
し
て
つ
け
て
ま
し
た
。

わ
た
し
な
ん
か
子
ど
も
の
こ
ろ
だ
っ

た
か
ら
、
よ
け
い
な
こ
と
す
る
ん
だ

な
あ
っ
て
思
っ
た
も
の
で
す
。
お
歯

黒
を
つ
け
た
あ
と
、
紅
を
ど
こ
か
に

使
う
の
か
ね
ぇ
。
母
親
は
お
歯
黒
を

つ
け
る
の
に
い
る
の
だ
と
か
っ
て
、

貝
が
ら
に
つ
け
た
紅
を
使
っ
て
い
た

よ
う
で
す
よ
。 
〈 
お
歯
黒
を
つ
け

た
後
、
そ
の
上
に
紅
を
ぬ
る
と
、
お

歯
黒
の
色 
光
沢 
が
よ
く
な
る 
〉  

つ　

や

　

昔
は
、
祝
言
が
す
む
と
、
女
は
お

歯
黒
を
つ
け
た
り
、
眉
毛
を
す
っ
た

り
ね
。
母
親
も
眉
を
落
と
し
て
い
ま

し
た
。
お
歯
黒
は
い
つ
の
ま
に
か
や

ら
な
く
な
っ
た
け
ど
、
眉
は
ず
っ
と

す
っ
て
ま
し
た
ね
。

　

母
親
が
お
歯
黒
を
し
て
い
た
の
は

覚
え
が
な
い
け
ど
、
眉
は
ず
っ
と

す
っ
て
い
た
と
話
す
人
（
明
治
四
十

一
年
岩
戸
生
ま
れ
）
も
い
ま
し
た
。

白
歯
で
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
、

お
歯
黒
を
つ
け
る
と
半
元
服
、
眉
を

落
と
す
の
を
元
服
な
ど
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 
鉄
漿 
と
も
よ

か　

ね

ば
れ
た
お
歯
黒
も
、 眉
剃
り
も
、結
婚

し
た
女
の
人
の
化
粧
の
一
つ
で
し
た
。

　
　

中　

島　

惠　

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１４５－
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

特
例
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ

い



広報こまえ　平成１８年（２００６年）２月１５日　�

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
か

２５

１０

ら
〔
会
場
〕
第
一
小
学
校
〔
内
容
〕

▽
人
形
劇　

ム
ー
ク
ラ
と
ザ
ー
テ
よ

り「
さ
ら
わ
れ
た
お
姫
さ
ま
」▽
ボ
ー

ド
ビ
ル　

３
曲

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２５

３
時
〔
案
内
人
〕
井
上
孝
さ
ん
（
狛

江
市
文
化
財
専
門
委
員
）〔
定
員
〕　
３０

人〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
１６

�
午
前
９
時
か
ら
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１
へ
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
・　

日
�
・

２１

２８

３
月　

日
�
・　

１４

２８

日
�
午
前　

時
１０

〜
正
午
〔
会
場
〕

あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
対
象
〕

幼
児
の
保
護
者

〔
問
い
合
わ
せ
〕
児
童
福
祉
課
ま
た

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
狛
江

�
（
５
４
９
７
）
７
７
８
６

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
７
時
か

２２

ら
〔
内
容
〕
セ
ン
タ
ー
へ
の
意
見
や

要
望
、
施
設
利
用
料
な
ど

〔
問
い
合
わ
せ
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

　

子
育
て
の
手
伝
い
を
お
願
い
し
た

い
方
と
子
育
て
の
手
伝
い
が
で
き
る

方
が
会
員
に
な
り
、
相
互
に
助
け
合

う
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
説

明
会
で
す
。

　

利
用
会
員
（
援
助
を
受
け
た
方
）

は
サ
ポ
ー
ト
会
員（
援
助
を
し
た
方
）

に
お
子
さ
ん
１
人
当
た
り
１
時
間
に

つ
き
７
０
０
円（
曜
日
、時
間
に
よ
っ

て
は
８
０
０
円
）
の
謝
礼
金
を
支
払

い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
会
員
希
望
者
は
説
明
会

と
講
習
（
２
日
間
）
の
受
講
が
必
要

で
す
。

※
２
歳
以
上
の
託
児
を
行
い
ま
す
。

託
児
申
し
込
み
は
３
日
前
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月
４
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜
正
午
〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）
１
５
８
７
（
火
〜
土

曜
日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）へ
。

１０

〔
日
時
〕
３
月
２
日
�
午
前　

時　
１０

３０

分
〜
午
後
２
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民

館
〔
講
師
〕
中
川
誼
美
さ
ん
（
旅
館

女
将
）〔
定
員
〕
先
着　

人
（
成
人
の

２４

み
）〔
内
容
〕
自
然
素
材
を
使
っ
た
料

理
実
習
と
講
演
〔
参
加
費
〕
３
０
０

円
（
当
日
お
持
ち
く
だ
さ
い
）〔
持
ち

物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
２
時
か

１６

ら
（
１
時　

分
開
場
）〔
会
場
〕
西
河

３０

原
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

２１

１０

正
午
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
参
加
費
〕

２０

５
０
０
円
〔
講
師
〕
今
田
緑
さ
ん

（
狛
江
管
理
栄
養
士
会
）〔
持
ち
物
〕

エ
プ
ロ
ン
・
ふ
き
ん
２
枚
・
三
角
巾
・

１
�
牛
乳
パ
ッ
ク
・
筆
記
用
具

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
野
川

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
０
）
２

２
１
１
へ
。

■
あ
そ
び
の
会

催
　
し�

�お
知
ら
せ�

セ
ミ
ナ
ー�

■
子
育
て
談
話
室

■
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
利
用
者
懇

談
会

■
狛
江
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

■
戦
後
の
狛
江
〜
あ
ん
な
こ
と
こ
ん

な
こ
と
〜

〔
日
時
〕
３
月
６
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
８
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１６母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
３
月
９
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
２
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１５母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
３
月
７
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
の
乳
児
（
平
成　
１７

年
９
月
８
日
以
降
の
生
ま
れ
）〔
持
ち

物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
※
生

後
３
カ
月
以
上
の
方
で
予
診
票
の
な

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

子
育
て
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
、
何
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
育

て
て
い
け
ば
い
い
の
か
。
幼
児
期
か

ら
思
春
期
の
お
子
さ
ん
す
べ
て
に
あ

て
は
ま
る
内
容
を
や
さ
し
く
、
分
か

り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２５

４
時
（
１
時　

分
か
ら
受
け
付
け
開

３０

始
）〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
〔
対

象
〕
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支
援

に
関
わ
っ
て
い
る
方
な
ど
〔
講
師
〕

汐
見
稔
幸
さ
ん
（
東
京
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
教
授
）〔
保
育
〕　

人
２０

※
保
育
が
必
要
な
方
は
、
事
前
に
必

ず
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１６１
１
８
１
へ
。

　

５
・
６
カ
月
児
の
赤
ち
ゃ
ん
の
保

育
と
離
乳
食
（
初
期
）
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
す
。
受
講
中
は
赤
ち
ゃ
ん
を

お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月
２
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
３
月
２
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
〔
対
象
〕
ひ
き
こ
も
り
状
態
の

お
子
さ
ん
を
も
つ
家
族
〔
講
師
〕
倉

本
英
彦
さ
ん
（
北
の
丸
ク
リ
ニ
ッ
ク

所
長
）〔
定
員
〕
先
着　

人
※
車
で
の

５０

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。　

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
ま
で
に
多
摩
府
中
保
健
所
�

２７０
４
２
（
３
６
２
）
２
３
３
４
へ
。

　

自
分
や
家
族
の
健
康
・
食
事
・
子

育
て
の
こ
と
等
を
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕
３
月
３
日
�
午
後
２
時
〜

４
時〔
会
場
〕上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

■
狛
江
で
子
・
親
・
地
域
育
ち
講
演

会
「
失
敗
し
て
も
い
い
子
育
て
」
〜

自
分
を
好
き
と
い
え
る
子
に
〜

■
思
春
期
講
演
会
「
ひ
き
こ
も
り
へ

の
家
族
の
対
応
」

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

教
　
室

教
　
室�

教
　
室

教
　
室�

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

〔
診 
療 
日
〕　

日
・　

日

１９

２６

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

〔
診 
療 
日
〕
月
・
火
・
木
・
金
曜

日
（
当
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

■
育
児
学
級

■
出
張
健
康
相
談
〜
育
児
相
談
も
お

気
軽
に
〜

■
消
費
生
活
市
民
講
座
「 『
食
』
を
と

お
し
た
心
と
体
の
豊
か
さ
に
つ
い

て
」
〜
自
然
素
材
で
豚
汁
を
つ
く
っ

て
食
べ
ま
し
ょ
う
！
〜

■
高
齢
者
向
け
栄
養
士
講
演
会

■
ひ
な
祭
り
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
寿

司

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�



�　広報こまえ　平成１８年（２００６年）２月１５日

〔
日
時
・
対
象
〕
▽
小
学
校
新
４
・

５
年
生　

水
・
金
曜
日
午
後
４
時　
３０

分
〜
６
時　

分
▽
小
学
校
新
６
年
生

３０

　

火
・
木
曜
日
午
後
４
時　

分
〜
６

５０

時　

分
〔
教
科
〕
国
語
・
算
数
〔
月

５０
謝
〕
月
７
�
０
０
０
円
〔
募
集
人
員
〕

各
学
年
若
干
名

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

２４に
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�（
３

４
８
８
）
６
７
３
５
へ
。

〔
日
時
〕
３
月　

日
�
午
前
９
時　

１２

３０

分
か
ら
〔
会
場
〕
市
民
総
合
体
育
館

〔
対
象
〕
市
内
在
住
・
在
学
・
在
ク

ラ
ブ
の
小
学
校
４
年
生
〜
高
校
生

〔
競
技
方
法
〕
小
学
生
の
部
、
中
学

生
男
子
の
部
・
女
子
の
部
、
高
校
生

男
子
の
部
・
女
子
の
部
に
分
け
個
人

戦
〔
参
加
費
〕
１
人
当
た
り
２
０
０

円〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
の
平
日
午

１６

２３

前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に

３０

参
加
費
を
添
え
て
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１
へ
。

■
こ
ま
え
市
民
大
学
「
文
化
・
芸
術

講
座
」　
〔
日
時
〕
３
月　

日
�
・　

１１

１８

日
�
午
後
２
時
〜
４
時
〔
内
容
・
講

師
〕
▽　

日　

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
指

１１

揮
、
今
村
能
さ
ん

（
ポ
ー
ラ
ン
ド
国

立
歌
劇
場
指
揮

者
）
▽　

日　

尺

１８

八
の
魅
力
と
「
遠

Ｔ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
音（
琴
・

尺
八
・
ギ
タ
ー
の

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
） 」
の
音
楽
、
三
塚
幸

彦
さ
ん
（
尺
八
の
製
作
・
演
奏
家
）

〔
受
講
料
〕
各
回
２
０
０
円
〔
定
員
〕

各
回　

人
〔
申
し
込
み
〕
２
月　

日

５０

１６

�
午
前
９
時
か
ら

■
こ
ま
え
市
民
大
学
運
営
委
員
募
集

　
〔
対
象
〕市
民
の
学
習
活
動
に
関
心

が
あ
り
、
活
動
経
験
の
あ
る　

歳
以

２０

上
の
市
内
在
住
者
〔
募
集
人
員
〕
１

人
〔
任
期
〕
平
成　

年
３
月
ま
で

１９

〔
開
催
日
〕
原
則
と
し
て
平
日
の
夜

間
〔
応
募
方
法
〕
２
月　

日
�
ま
で

２８

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

職
業
お
よ
び
作
文
「
応
募
動
機
」（
４

０
０
字
程
度
）
を
ま
と
め
、
〒
２
０

１
―
０
０
１
３
元
和
泉
２
―　

―
１

３５

西
河
原
公
民
館
へ
。

■
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ　
「
い
べ

ん
と
西
河
原
」
の
準
備
お
よ
び
後
片

付
け
の
た
め
、
２
月　

日
�
・　

日

２４

２７

�
、
３
月
３
日
�
・
６
日
�
は
施
設

の
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

午
後
５
時
以
降
は
臨
時
休
館
と
し
ま

す
。
学
習
情
報
室
（
図
書
室
）
は
通

常
ど
お
り
開
室
し
ま
す
。

■
中
央
公
民
館
保
育
室
の
利
用
を
希

望
す
る
方
へ　
〔
対
象
〕子
ど
も
は
学

齢
前
ま
で（
要
相
談
）。
親
は
平
成　
１８

年
度
に
公
民
館
で
グ
ル
ー
プ
活
動
を

行
い
、
運
営
会
議
に
参
加
し
て
学
習

す
る
方
〔
保
育
日
時
〕
４
月
下
旬
か

ら
水
・
木
・
金
曜
日
の
う
ち
い
ず
れ

か
の
午
前　

時
〜
正
午
〔
費
用
〕
お

１０

や
つ
代
（
実
費
）〔
受
け
付
け
〕
２
月

　

日
�
〜　

日
�
午
前
９
時
〜
午
後

１６

２８

５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
先
着

順
）

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時　
１５

分
か
ら
、
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

分
４５

か
ら
▽　

日
�
〔
絵
本
〕
ず
い
と
ん

２０

さ
ん
・
だ
ぶ
だ
ぶ
う
わ
ぎ
の
お
と
こ

の
こ
・
１
こ
で
も
１
０
０
こ
の
り
ん

ご
・
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
▽　
２７

日
�
〔
絵
本
〕
世
界
一
わ
る
い
か
い

じ
ゅ
う
・
ス
タ
ン
リ
ィ
の
お
し
ご
と

〔
お
は
な
し
〕
カ
ッ
コ
カ
ラ
ン
コ
カ

ラ
リ
コ
〔
紙
芝
居
〕
注
文
の
多
い
料

理
店

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕２

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１７

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

ハ
リ
ー
の
セ
ー
タ
ー
〔
お
は
な
し
〕

ち
い
さ
な
赤
い
セ
ー
タ
ー〔
折
り
紙
〕

シ
ャ
ツ

■
小
学
生
の
学
習
教
室
児
童

ス
ポ
ー
ツ�

図
書
館�

�
◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕
２
月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

２２

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス
午
前　

１０

１１

時
か
ら
〔
対
象
〕
▽
Ａ
ク
ラ
ス
３

歳
以
上
▽
Ｂ
ク
ラ
ス
１
・
２
歳〔
定

員
〕
各　

組
３０

■
ス
ケ
ー
ト
へ
行
こ
う　
〔
日
時
〕

３
月
４
日
�
〔
行
き
先
〕
明
治
神

宮
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
〔
対
象
〕
小

学
生
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
費
用
〕

３０

１
�
９
０
０
円
〔
申
し
込
み
〕
２

月　

日
�
ま
で

２７

■
プ
レ
ロ
ッ
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
新
１

年
生
の
た
め
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
）　
〔
日
時
〕
２
月　

日
�
・
３

２８

月
７
日
�
・　

日
�
（
全
３
回
）

１４

午
後
３
時　

分
〜
４
時
〔
対
象
〕

３０

平
成　

年
度
新
１
年
生
（
原
則
保

１８

護
者
付
き
添
い
）〔
定
員
〕
お
お
む

ね
先
着　

人
３０

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕２
月　

日
２０

�
午
前
９
時　

分
〜　

時
（
雨
天

４０

１１

翌
日
）〔
持
ち
物
〕
着
替
え
・
タ
オ

ル
等
※
親
子
と
も
汚
れ
て
よ
い
服

装
で

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕２
月　

日
１６

�
午
前　

時
〜　

時（
雨
天
中
止
）

１０

１１

■
大
型
紙
芝
居
と
園
庭
開
放　

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時

２２

１０

〜　

時
１１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

���������������������������������������������������������������������������������������������������

◎
狛
江
子
ど
も
の
家

　

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

募
　
集�

�

　

有
料
化
後
、
資
源
の
回
収
量

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
古
紙
と
し
て

出
さ
れ
る
も
の
の
中
に
、
使
っ

た
後
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

や
大
量
の
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か

け
た
紙
な
ど
資
源
に
な
ら
な
い

も
の
が
混
ざ
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

資
源
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る

た
め
に
回
収
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
資
源
に
な
ら
な
い
も

の
が
入
っ
て
い
る
と
そ
れ
を
取

り
除
く
作
業
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
混
ざ
っ
て
し
ま
っ

た
ご
み
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
自
体
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

資
源
は
出
し
て
し
ま
っ
た
ら

終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
が
出
さ
れ
た
後
、
多
く
の

人
の
手
を
経
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
、
製
品
と
し
て
戻
っ
て
き
ま

す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
リ
サ
イ
ク
ル

の
輪
の
中
の
一
員
と
し
て
、
分

別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

第
９
回

第
９
回　

困
っ
て
い
ま
す

資
源
に
ご
み
を
混
ぜ

困
っ
て
い
ま
す　

資
源
に
ご
み
を
混
ぜ
な
い
な
い
でで

　

狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

よ
り
、
開
発
等
事
業
に
お
い
て
、

市
民
・
事
業
者
・
市
の
合
意
形
成

が
困
難
な
場
合
に
は
、
近
隣
住

民
・
事
業
者
・
市
は
狛
江
市
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
に
対
し
、調
整
会

の
開
催
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

調
整
会
開
催
の
請
求
が
で
き

る
期
間
は
事
前
協
議
申
請
書
の

公
告
後
、市
と
事
業
者
が
協
定
を

締
結
す
る
ま
で
の
間
で
す
。

　

調
整
会
と
は
、ま
ち
づ
く
り
委

員
会
が
開
催
す
る
、
近
隣
住
民
・

事
業
者
・
市
の
合
意
形
成
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公
開
の

会
議
で
す
。

　

問
題
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

対
処
で
き
な
い
こ
と
等
に
つ
い

て
は
、そ
の
理
由
や
改
善
策
を
話

し
合
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、近
隣
か
ら
見
る
と
あ

ま
り
に
も
周
辺
の
環
境
に
そ
ぐ

わ
な
い
計
画
で
あ
る
場
合
、そ
れ

が
妥
当
な
の
か
を
検
討
し
た
り
、

一
方
的
な
意
見
が
先
行
し
た
言

い
分
に
よ
り
合
意
形
成
が
困
難

な
の
か
等
を
整
理
し
、ま
ち
づ
く

り
委
員
会
は
必
要
な
助
言
・
あ
っ

旋
・
勧
告
を
行
い
ま
す
。

　

事
業
が
合
法
か
ど
う
か
だ
け

を
判
断
す
る
場
で
は
な
く
、ま
た
、

事
業
を
や
め
さ
せ
る
た
め
に
行

う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成　

年
度
・　

年
度
は
各
１

１５

１６

件
ず
つ
調
整
会
の
請
求
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ど
ち
ら
も
合
意
形
成
に
至
り
、

協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

�

�

�

�

�

�

�

■
第　

回
狛
江
市
少
年
少
女
剣
道
大

１７

会

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

◎
駄
倉
保
育
園

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
５

◎
多
摩
川
保
育
園

�
０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
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広報こまえ　平成１８年（２００６年）２月１５日　�
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社会福祉課在宅福祉サービスを中心に
－障がい者編－障がい者福祉について３０

高齢福祉課いつか　あなたも　介護する　介護を
受ける介護保険制度 ３１

健康課健康なんでも相談出張健康相談３２

健康課これで安心！！　狛江に生まれて良
かった狛江における育児支援体制３３

健康課いつまでもいつまでもお元気でねたきり予防のあれこれ３４

健康課ハ、ハ、ハ　あなたは何本の歯で笑え
ますか大事にしようあなたの歯３５

健康課食生活についてちょっと考えてみませ
んか　～おやつのカロリー編～ワンポイント栄養教室３６

児童福祉課保育園ってどんなところ保育園のご案内３７

清掃課ごみ減量・資源循環型都市を目指して狛江のごみ３８

環境改善課今、なぜ環境か環境基本計画３９

環境改善課自然とよりそう緑のまち・狛江狛江市緑の基本計画４０

管理課安全・快適で住みやすいまちづくりの
ために「みち」のはなし４１

計画課みんなで考えようあなたのまちを狛江のまちづくり４２

整備課みちづくり　まちづくり道路の役目４３

整備課水と緑を守る大切さ弁財天池について４４

水道課一滴の輝き…限りある水狛江市の水道４５

学校教育課教育環境の充実のために狛江の学校教育４６

指導室教育現場へのサポート狛江市教育研究所の事業につ
いて４７

社会教育課原始から現代まで狛江の歴史と文化財４８

体育課１市民１スポーツをめざして体育施設の利用について４９

公民館行ってみよう　公民館公民館利用方法５０

中央図書館図書館を使って得しよう図書館の使い方５１

選挙管理委
員会事務局選挙？これだけは覚えておこうやさしい選挙のはなし５２
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整備課あなたも現場監督さんこの目で見よう「工事現場」１

中央図書館図書館の仕事とは？体験しよう図書館員２

選挙管理委
員会事務局選挙ってな～に児童・生徒の選挙体験３
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　市内に在住・在学・在勤する１０人以上で構成された団体（講座
を受講するため、一時的につくった団体でも対象となります）

　月曜日から金曜日までの午前９時から午後９時まで。土・日
曜日、祝日は午前９時から午後５時まで。ただし、年末年始
（１２月２８日から１月４日まで）は実施できません。講義時間は
２時間以内です。

　市内に限ります。公共施設、自治会施設および自宅など、会
場の手配や準備は主催者側でお願いします。

　無料（講座によっては、教材費等の実費が必要です）

　講座を開催しようとする日の１４日前までに社会教育課へお
申し込みください。申込書は社会教育課にあります。電子申請
（市ホームページからご利用ください）でも受け付けています。
※まなび講座は、苦情や陳情を受ける場ではありません。趣旨
を理解のうえ、お申し込みください。また、政治・宗教・営利を
目的とした催しなどでは、講座を実施することができません。
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企画経営室狛江市ってどんなまち狛江市の概要１

企画経営室水と緑の住みよいまちづくり狛江市の基本計画２

企画経営室みんなでつくろう個性あるまちづくり地方分権ってなに３

市民協働課健全育成のしくみ青少年の健全育成４

市民協働課男女共同参画社会を目指して 女性問題ってなあに５

企画経営室今、財政状況は？！狛江市の財政６

契約課公共工事入札・契約制度について市の入札・契約制度７

市民協働課市民参加の方法狛江市の市民参加８

市民協働課市民協働の取り組み狛江市の市民協働９

市民協働課ＮＰＯ法人の基本から法人設立認証申
請までＮＰＯ法人ってな～に？１０

市民協働課活用しましょうみんなのコミュニティ
ー施設

地域・地区センターの利用方
法１１

市民協働課行ってみよう自然豊かな狛江のふるさ
とへふるさと友好都市川口町１２

総務防災課災害が発生したらあなたはどうします
かわがまちの防災対策１３

職員課職員課の仕事とは？職員課の仕事１４

情報課情報公開制度と個人情報保護透明・公正な市政とプライバ
シー保護１５

市民課わかりやすい市民課窓口手続き市民課窓口の仕事１６

課税課暮らしと税金市税について１７

収納課市税の徴収とはどんなこと市税等の徴収について１８

保険年金課みんなで支え合う国民健康保険国民健康保険のしくみ１９

保険年金課老人医療保険制度について老人医療のしくみ２０

保険年金課あなたが育てる国民年金老後のパートナー国民年金が
柱です２１

産業生活課賢い消費者となるために消費生活講座２２

産業生活課トラブルの解決は専門家に相談を市民相談について２３

産業生活課市民保養施設でリフレッシュを市民保養施設のご案内２４

産業生活課高齢者等に配慮した住宅高齢者・障がい者の住宅につ
いて２５

産業生活課都市化の進む中での農業狛江の農業２６

産業生活課これからの商工業狛江の商工業２７

社会福祉課
高齢福祉課

何か困ったこと　ありましたか　あり
ますか福祉サービス入門２８

高齢福祉課在宅福祉サービスを中心に
－高齢者編－高齢者福祉について２９


